




Counseling training for service staff in the human services 
       — the meaning of counseling training —
Tsutomu Yasuda 1)
Abstract 
 The objective of this article is to discuss the meaning of counseling training for professionals and to 
introduce the aims, contents and process of counseling training. 
 Request for counseling training has increased from service staff such as social worker and nurses 
recently. 
 Therefore I examined the counseling training that I have been giving for several years and decided to 
discuss what kind of meaning it has for professionals like social workers and nurses. 
 In addition, I considered the contents and the process of real counseling training. 
 Service staff such as social workers and nurses, thought that they could learn a useful skills such as 
 communication skills through counseling training" . 
During counseling training, I intended to get them to learn useful skills tied to the idea of being useful 
to clients and to the ethics which are characteristic of their professions. I used a lot of role plays so that 
participants could learn from the experience. 
 Concrete learning includes definition of counseling, observation skills, self-awareness, finding 
resources, paying attention to behavior, basic listening skills, interviewing skills, methods of 
psychological approach and so on. 
(J.Aomori Univ.Health Welf.6(1): 63-70 , 2004)





人援助領域で働 く専門職に対 してカウンセ リング研修を
行 っているが、研修要請は多 くなっているように感 じる。
社会福祉領域や看護領域 などの対人援助領域で働 く専門
職はカウンセ リング研修 に何 を求めているのであろ う
か。本論では、社会福祉領域や看護領域などの対人援助
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獲得につなが り、さらには専門職の動機づけを生み、他
の研修に結 びつ くことが期待 される。今 まで職場外研修
や職場内研修の一つ として行ってきたカウンセ リング研






主催 した高齢者施設職員対象、児童 ・障害児者施設 ・行
政機関職員対象、および全領域を対象 としたア ドバ ンス
コースの3回 の研修(職 場外研修)、 児童相談所主催 に
よる職員 を対象とした研修(職 場内研修)、 市の高齢福
祉課主催のケアマネージャーを対象 とした研修(職 場外




















の整備 を行い、 これ までの 「基礎講座」、「専門講座」、




















づけられるカウンセリング研修 は、実技 ・実践 などを取








断・理 解す る方法 を知る。②患者や家族への対話のポイン
トを知る」 を挙げている。また十和 田市立中央病院での
研修依頼では「①患者の心をより深 く理解する。② コミュ
ニケーシ ョン技術 を修得 し看護実践に生かす」 となって









専 門性 とは何か。石村はプロフェ ッション(専 門職)
について、その定義 を 「プロフェッシ ョンとは、学識
(科学 または高度の知識)に 裏づけ られ、それ自身一定



















































カウンセリング研修(行 政 ・児童 ・身障 ・知障)
カウンセ リング研修(老 人)
カウンセ リング研修(ア ドバ ンス コース)













































的意義を確保 し、向上 させ るため、所属メンバーに対 して
倫理的自己規制を求めることの三点 を述べている。






に要約 してみるとつ ぎのようになろ う。 まず、①の点で、






ethics－ この3つ をプロフェッシ ョンの特色 を示す言葉
としてあげることがで きるであろう。」(3)と述べている。






面 としての専門的 ・特殊技能は報償=経 済的側面や社会
的側面 と結びついてその独自性 を示す ようになる。従っ
















ぬ きにしては理解できないとい うことは、い くら強調 し
てもし過 ぎることはない と思われる。」(4)と述べ、利他主
義の変質や崩壊 に対 して常に注意すること喚起 してい
る。社会福祉領域 をは じめとした対人援助領域において、
営利主義、商業主義が当時以上に侵入 していると考えら
れる現在の専門職 においては、 ことさら、この ことを強
調 してお くことは重要であろう。
従って、専門的 ・特殊技能の向上を目指 した研修は、
技術の行使 という専門的 ・特殊技能の向上のみに専念 し
た研修では、技術を人権侵害の道具に しかねないため、
誰の利益のための専門性 なのかという目的や利他主義、
倫理 と一体 となった研修であることが求め られる。
そこで、対人援助領域においては、それぞれの専門職
が もつ独自の専 門的 ・特殊技能は利用者、入所者や患者
などニーズを持つ人々への援助的対人関係を通 して発揮
される。従 って、ニーズを持つ人々との関係のとり方に
よってはその技能が必ず しもうまく発揮 される とは限ら
ない。
そこで、社会福祉領域や看護領域の専門職は、クライ
エン トとの対人関係と言語的交流 を基本に した心理的援
助を行 うカウンセリングの知識や技術などが自らの活動
に大いに役立つ と考え、それ らの学習をカウンセリング
研修 に期待 した。社会福祉領域や看護領域 の専門職に
とって、カウンセリング研修は自らの専門的 ・特殊技能




































し、方法 としてはロールプレイ(役 割演技)を 多用
した。その具体的内容は表－2の 通 りである。











使い8時 間から10時 間、職場内研修は1日 または2
日を使い3時 間～4時 間(2日 の場合は1回 が1時
間30分 か ら2時 間)で ある。
表－2カ ウンセ リング研修の学習内容












クライエ ン トを良 く知るには? 有
自分 を知 るには? 有
相手に合わせること(非 言語的関わ り) 有
相手に合わせること(言 語的関わり)質 問法 有
どこに焦点を当てて心理的ケァを進めるか
心理的ケアのポイン ト 有













性の向上 を目指す研修の一つ となってお り、「援助技術の
実践力を高める」 とあるように実践性が特 に強調 されて
いる。また、職場内研修 としてのカウンセリング研修は
「看護場面で患者や家族の訴えや行動から微妙な心理を
汲み取ることがで きる能力を養 う」ことや 「①患者の心





人援助技術 を学べる意義 を持 っていると考 えられてい
る。
カウンセ リング研修 に対 して関わ りや コミュニケー
シ ョンの実践力向上を目指 し、その技術的側面に期待 し
ているが、技術の行使という専門技能の向上 を意図した









技術、技能の中で対人援助領域 において仕事 をす る専門
職に役立つ と考えられる内容 とした。また、受講者が、
サービスの対象者すなわち利用者や患者への利他主義や






























の動 き方や考 え方 を確認する
4
相手に合わせること(非 言語的関わり)
非言語的な コミュニケーシ ョン行動が相手 に影響 することを説 明 し、












レイを行う。また前 日の観察 との比較で、観察法は訓練すると楽に行 え
ることを確認す る
相手に合わせること(言 語的関わり)質 問法 60 20










入所施設や病 院などでの心理的ケアを行 うにあたってのポイ ントを紹
介 し、その中で特に入所者、患者そ して関わる専門職の リソース(資 源)




グループワーク(事 例検討 を含む)・ 質疑応答 80 40
8 グループごとに事例 について検討 し、問題解決のためのアプローチを紹
介 し、討論 し合 う
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